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２０２４年 新年のスタートにあたって
始業式での校長先生からの話（一部抜粋）

◇能登半島地震・・・ 一日も早い復興を祈って
元日、石川県の能登半島で起きた「能登半島地震」。正月に親戚が集まり、

楽しい一時を送っている最中の震度７という大きな地震でした。この地震により、多くの
家屋が倒壊し、それに続く津波、そして火災。多くの方々の命が一瞬にして奪われました。

今日の始業式に当たり、能登半島地震でお亡くなりになった方々のご冥福と、一日も早
い復興を心よりお祈りしたいと思います。

人間は自然の前では無力です。一瞬で幸せが奪われていきます。改めて、今ここに元気
に集まってくれた大島学園の子ども達の命があることに感謝します。そして命を守ること
の大切さを改めて考えていかなければなりません。

◇『飛躍』から『頂点』へ！ ２つの『あたりまえ』をきちんと
今年（2024）の干支は何年でしょう？ 「辰（タツ）年」

ですね。ちなみに、昨年は「卯（ウサギ）年」でした。
「卯年」は、ウサギが、ぴょんぴょんと飛び跳ねるその姿

から、大きく飛躍する年と言われています。一方、「辰年」は、
昇り竜という言葉があるように、頂点を極める年という意味
があるようです。ウサギのようにぴょんぴょん跳ねて飛躍し
た昨年から、今年は登り竜の如く頂点に向かってまっしぐら
に進み、テッペンを取りに行く年にしていきましょう。

校長先生の今年のテーマは……『飛躍』から『頂点』へ！
その準備として大切なことは「あたりまえをきちんとやる」

ことです。（※簡単なようで、難しいですよ）
この「あたりまえ」には、次の２つがあります。

①「する」あたりまえ
「姿勢をただして人の話を聞く」「自分から挨拶する」
「靴をそろえる」「時間を守る」「困った人がいたら手を差し伸べる」などです。

②「しない」あたりまえ
「友達に意地悪しない」「自分を守るためのうそはつかない」などです。

学校は集団で生活する場所です。みんなが気持ちよく、安心して、楽しく過ごすためには、
この「あたりまえ」を増やし、頂点へ登りつめていく準備をしっかりしていきましょう。

３学期の皆さんのがんばりと活躍を期待しています。

全校集会 役員任命式 ～新児童生徒会が船出！～
任命式では、新役員６名に任命書

が授与され、第７代児童生徒会がス
タートしました。

１年間リーダーとして大島丸の舵
を取っていただきます。
【会 長】 丸井 琉星
【副会長】 金川 希愛羽
【書 記】 本田 凜
【委員長】 上野 綾菜（学習・文化） 藤島 圭吾（生活・環境） 福崎 舷二（保健・給食）

全校集会 表 彰 ※２学期の中で受賞したものです

○宗像地区新人バレーボール大会 優勝 男子 バレー部

○筑前地区新人バレーボール大会 優勝 男子 バレー部

○トヨタカローラ福岡杯 優勝 男子 バレー部

○宗像区文化連盟文芸部「郡友」〔作文〕入選 ８年 本田 凜

〔詩〕入選 ９年 古城梨央菜 、入選 ８年 草野 采音

○福岡女学院短歌コンクール 入選 ６年 古賀 大也

○伊藤園お～いお茶新俳句大賞 佳作 ８年 藤島 圭吾

○福岡県社会を明るくする運動作文ｺﾝﾃｽﾄ優秀賞６年 金川陽愛羽

○宗像区理科夏休み自由研究コンクール 優秀賞９年 古城梨央菜

○税についての作文 納税貯蓄組合連合会長賞 ９年 古城梨央菜

○福祉教育読本「ともに生きる」感想文 優秀賞５年 佐藤 由萌

○福祉教育読本「ともに生きる」感想文 入選 ５年 宮本 志乃

○福祉絵画コンクール 小学生の部 銀賞 ５年 福崎 義也

大谷 翔平 選手から「野球グローブ」が届きました！！
野球グローブと一緒に添えられていた「カード」と「お手紙」です。夢って大切ですね！

Los Angeles Angels Of Anaheim〔ﾛｻﾝｼﾞｪﾙｽ・ｴﾝｾﾞﾙｽ〕）メジャーリーガー、大谷翔平で
す。 （※現在はLos Angeles Dodgersに所属）
この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち

上げたプログラムをご紹介するためのものです。
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。
それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシン

ボルになることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与
えてくれたスポーツだからです。
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんで

もらうために、私からの個人的なメッセージを学校の生徒
たちに伝えていただければ幸いです。
この機会にグローブの寄贈をさせていただくことに感謝

いたします。 貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。

野球しようぜ！ 大谷翔平


